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謹啓 春寒の候、貴社益々ご発展のこととお喜び申し上げます。 

日頃は特段のお引き立てをいただき誠にありがとうございます。 

 

2025 年度のパンフレットが出来上がりましたので、添付いたします。 

計画にあたり、以下の２点につきましてメニューの見直しを実施いたしました。 

１． 「ザ・仕事の教え方研修」の新設：弊センターの階層別研修のグループ討議

では、受講生の方から「指導者が教え方を知らない」というご意見が度々出て

おります。また、経済産業省のものづくり白書には、製造業における人材育成

の問題点第１位として「指導する人材が不足している」ことがあげられていま

す。これらのことから、仕事の教え方について考える研修を始めることにいた

しました。受講の検討をよろしくお願いいたします。 

２．「管理基礎研修」のリニューアル：昨年度まで、「係⾧・作業⾧研修」を開催し

てまいりましたが、「管理基礎研修」と対象者や研修内容が重なる点が多いため、

来年度は、「管理基礎研修」に一本化し、リニューアルいたしました。「係⾧・

作業⾧研修」への参加をご検討の方は、こちらへご参加ください。 

来年度も、多数の御参加をお待ちしております。 

 

敬具 





時下 ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
日頃より弊センター開催の研修・技術講習等に、格段のご高配を賜り厚
くお礼申し上げます。
さて、2025年度は、“ザ・仕事の教え方研修”を新たに始めることと

しました。弊センターの階層別研修のグループ討議では、受講生の方か
ら「指導者が教え方を知らない」というご意見が度々出ております。ま
た、経済産業省のものづくり白書には、製造業における人材育成の問題
点第１位として「指導する人材が不足している」ことがあげられていま
す。これらのことから、仕事の教え方について考える研修を始めること
にいたしました。受講の検討をよろしくお願いいたします。
研修・技術講習の目的は、学んでいただいたことを仕事場で実践する

ことを通して経営・現場にインパクトをもたらすことだと
思っておりますので、研修で学んだことを現場で実践して
いただく、“現場で活かす「できる研修!」”を提供する事に
こだわって、今後も研修・技術講習の内容と項目を継続して
改善していく所存でございます。引き続きよろしくお願い
いたします。 人材開発センター 所⾧ 高高部部 秀秀樹樹

各スタッフより

古田研修Gr⾧
雇用流動化のために、転職がもてはやされている時代です。せっかく仲間

になった人財が離職することは残念なことです。「転職なんてとんでもない。
自分はあの人みたいになりたい。」という声が聞こえる「憧れのかっこいい
先輩」の育成に貢献したいと思っています。目の前のことに全力で取り組み、
成果を上げる。アップスキリングができる研修を目指します。

溝口通信教育・事務Gr⾧ 兼 研修講師
先人が築きあげてきた人材開発センターの研修は、今後AI時代が進展して

も最後まで人間に求められるものを大切にしてきました。この財産をさらに
発展させ、これからの時代を切り拓く皆さんへもお伝えしていきます。

沼田研修講師
製造現場では環境の変化に伴って、多様で複雑な未知の課題が増えて来て

います。今まで以上に自ら考えて行動を起こせるように、変化させることが
望まれる世の中になって来ているように思います。
課題解決の為の手がかりを研修で見つけていただき、解決の手助けができ

ればと思います。

皆皆様様ととととももにに半半世世紀紀
そそししててここれれかかららもも
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2024年度フォローアップアンケート結果
研修後、半年から１年経過した受講者様へ、研修で学んだことの活用状況をお尋ねしました。
(対象研修実施期間:2023/9～2024/3、アンケート期間:2024/9～12)

Q１．研修後の状況としてあてはまるものをお答えください。
① 研修で学んだことを、仕事で活用しなかった
② 研修で学んだことを、仕事で活用し、良い結果が出た
③ 研修で学んだことを、仕事で活用したが、まだ結果が出ていない

Q１．アンケート結果

90%以上の方が研修で学んだことを活
用され、60%以上の方が成果をあげら
れています。(前年度比6%Up)

現場で活かす 「できる」研修!
人材開発センター

(反応) 「この研修に参加して良かった」などの反応

(学習) 目標とした知識、スキル、態度などの獲得

(行動) 「研修で学んだことをどれくらい現場で活
用したか」といった現場実践度

更に

(成果) 研修で学んだことの定着によって、
どの程度の結果が生み出されたか

研修後
の成果

研修
成果

研修の評価(カークパトリックの4段階法)

私たち人材開発センターは、研修での成果に止まらず、研修後の成果に結びつく「できる」
研修を目指します。

1
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Q２．Q１で②、③とお答えになった方
いつ、どのような場面で活用されましたか?
どのような結果がでましたか、もしくはでそうですか?

Q２．アンケート結果 ※ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）

＜AIによる要約＞
1.研修の効果と実践: 研修を通じて、部下との接し方やコミュニケーションの重要性を学び、実践

することで部下との信頼関係が向上した。「部下との接し方について活用できた」との記述があり、
具体的な改善が見られた。
2. グループ討議の重要性: 研修でのグループ討議が意識や知識の向上につながったと感じてお

り、今後も多くの討議時間を希望している。「十分に討議することができた」との感想が示されている。
3. リーダーシップの変化: リーダーとしての意識や考え方が大きく変わり、部下の意見を尊重する

姿勢が強まった。「自分が変わらないといけない」という気づきがあったことが強調されている。
4.業務改善と効率化: 研修で学んだ手法を用いて業務の効率化を図り、問題解決に向けたアプ

ローチが改善された。「作業環境や効率が改善された」との具体的な成果が述べられている。
5. 継続的な学びと成⾧: 研修を受けたことで得た知識を活かし、今後も自己啓発を続けたいと

いう意欲が示されている。「今後も積極的に参加していきたい」との意向が表明されている。

＜ワードクラウド＞

いただいたコメントより、出現頻度が高
い単語を複数選び出し、その値に応じた
大きさで図示しています。青色が名詞、
赤色が動詞、緑色が形容詞、灰色が感動
詞を表しています。

n=216

ココミミュュニニケケーーシショョンン

グループ討議 講義・講演

研修風景

21



 

 

人人材材開開発発セセンンタターーのの概概要要  

11..設設立立のの趣趣旨旨  
 

鉄鋼各社が、１９７４年（昭和４９年）２月に、鉄鋼関連会社で働く全従業員を対象に、時代の要請

に応じた人材育成を図り、鉄鋼業界の進歩・発展に寄与することを目的に設立しました。現在は、鉄

鋼業だけでなく、他の産業界にも公開し、人材育成に寄与することを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

22..研研修修・・講講習習のの特特色色  

 

 

 

 

 

（運営方針） 

① 鉄鋼関連会社の人材開発ニーズを的確に把握し、常に皆様に有意義で求められる研修、通信

教育を実施します。 

② 新しい時代の要請を正確に捉え、新しい研修、新しい通信教育を積極的に開発します。 

③「明るく、楽しく、前向きに」を、モットーに、研修、通信教育事業を運営します。 

 

33..運運営営とと組組織織機機構構  

  ((11))機機構構  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ((22))人人材材開開発発セセンンタターーのの組組織織  
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① 他企業参加者間の相互交流 ・参加者の視野の拡大と相互啓発 

  ・グループ討議 

② 企業出身スタッフ、派遣講師による指導 ・現場、現実に即した研修の展開 

③ 短大及び企業講師陣と短大の施設活用 ・効果的で実践的な技術講習の展開 

学校法人 鉄鋼学園 

〔理事会(理事長)〕 

産業技術短期大学 

人人材材開開発発セセンンタターー  

 

幹事長：日本製鉄（株） 人事労政部 部長 

幹 事：鉄鋼連盟 労政安全グループリーダー 

    日本製鉄（株）   人事企画室長 

    JFEスチール（株） 人財開発室長 

    （株）神戸製鋼所   労政グループ長 

    産業技術短期大学 学長、代表教授、事務局長 

    人材開発センター 所長 

〔運営幹事会〕 

所 長 
通信教育・事務グループ：通信教育、総務、経理、研修庶務 

研修グループ（鉄鋼会社 出向者およびOBにより構成）：研修の企画・実施 

講講師師・・施施設設  
① 鉄鋼各社の人材の活用 

② 短大教授陣の活用 

③ 短大教育施設の活用 

事事  業業  
① 研修・技術講習事業 

② 通信教育事業 

③ 出張研修事業（講師派遣事業） 

 

④ 出張研修事業 

講師：鉄鋼会社からの派遣、鉄鋼会社OB、産業技術短期大学教員、外部講師 
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44..事事業業内内容容  

  ((11))研研修修・・技技術術講講習習事事業業  
① 管理者セミナー                         

 ② 管理基礎研修                         

③ 監督者アドバンス研修               

④ 監督者テーマ別研修                    

⑤ 中堅リーダー研修                     

 ⑥ 若手社員テーマ別研修                        

⑦ 新入社員研修                    

⑧ ザ・仕事の教え方研修                         

⑨ 実践！リーダーのためのコーチング研修                               

⑩ 監督者ヒューマンスキル研修               

⑪ コミュニケーションスキル研修            

 

  ((22))出出張張研研修修事事業業  
出張研修（講師派遣）もぜひご相談下さい。貴社にマッチングした研修をお届けします。 

特に、当センター開催の⑨実践！リーダーのためのコーチング研修、⑩監督者ヒューマンスキル

研修、⑪コミュニケーションスキル研修、⑭職場の問題解決法研修の講師派遣をいたします。 

また、鉄鋼関連技術に関する講座、講演、セミナーもご相談ください。 

 

  ((33))通通信信教教育育事事業業  
① 基礎科目：  ９科目〔数学、物理、化学〕 

② 共通科目：１９科目〔機械、電気、計測、製図、油圧、鉄鋼概論、金属材料 など〕 

③ 部門科目：４２科目〔製銑、製鋼、分塊、条鋼、厚板、薄板、鋼管の各部門〕 
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人材開発センターの個人情報取扱いについて 

１． 人材開発センターでは、企業で働く人たちおよび産業技術短大への企業からの派遣学生等を対

象に「研修・技術講習」および「通信教育」を中心とした教育事業を行っています。 

 

２． 人材開発センターでは、こうした教育事業の運営に必要な最小限の個人情報（受講者の氏名､

年令､会社名､所属､役職等）を、各受講者あるいは派遣企業から取得させていただきます。 

 

３． 人材開発センターでは、直接または間接的に取得させていただいた個人情報は、当センターの

教育事業に必要な範囲でのみ利用し、それ以外の目的では利用いたしません。 

 

４． 人材開発センターは個人情報保護の重要性を正しく認識し、善良なる管理者の注意をもって、

個人情報の適正な管理と保護を行っています。 

 

５． 人材開発センターの研修・講習会等では研修を効果的かつ有意義なものにするため、受講生名

簿や事前準備いただく個人情報シートを受講生相互に開示、資料交換を行っています。 

 

６． 個人情報の取り扱いに関する要望、問合せなどには適切かつ迅速な処理をいたします。 

⑫ レジリエンス“ヤリガイ向上”研修  
⑬ プレゼンテーション研修 

⑭ 職場の問題解決法研修   

⑮ 鉄鋼材料技術講習 

⑯ 薄板商品研修 

⑰ 厚板商品研修 

⑱ 鋼管商品研修 

⑲ 棒鋼・線材商品研修 

⑳ ステンレス鋼商品研修 

㉑ 産業技術短期大学 企業派遣学生 事前研修  

㉒ 夏季・春季講座 
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各研修・講習の狙い

No. 研修・講習名 対象者 期間 狙い

1 管理者セミナー
課長・室長
クラス

1泊2日
合宿研修

各界の権威者による多彩でホットな講義を通
じて経営者視線まで視野の拡大を図ること、及
び他社の管理者との討議を通じて相互啓発、意
識改革を図ることを狙いとします。

2
【リニューアル】
管理基礎研修

管理者、係
長・作業長
及びその候
補者

2泊3日
宿泊研修

管理の基本について人間行動、組織の運営、
リーダーシップ、人間関係、コミュニケーションな
ど多方面から理解を深め、またグループで演習
をして体感したり経験を共有して管理能力や対
人関係能力の向上を図ります。

3
監督者アドバンス
研修

係長・作業
長および
その候補者

2泊3日
宿泊もしくは
合宿研修

監督者は、企業をとりまく情勢の変化に柔軟
に対応できるマネジメント能力やリーダーシップ
が求められています。本研修では講義を通じて
視野を広げながら、他社交流を通じて監督者と
しての行動変容につなげることを目指します。

4
監督者テ-マ別
研修

監督者クラ
スおよび
その候補者

2泊3日
宿泊もしくは
合宿研修

職場の年齢構成や若者の労働観の変化など
に直面し、監督者は日々悩みを抱えています。
本研修ではテーマ別に同じ悩みを抱える仲間で
討議することで、ご自身で解決の糸口をつかん
でいただきます。

5
中堅リーダー
研修

今後職場の
中核となっ
て活躍して
欲しい人

2泊3日
宿泊研修

昨今の環境変化が激しい時代には、メンバー
一人一人がリーダーシップを発揮することが望
まれています。本研修では、職位によらない
リーダーシップを経験学習し、職場に良い影響
を与えるリーダーの育成を目指します。

6
若手社員テ-マ別
研修

後輩ができ
た若手社員

2泊3日
宿泊もしくは
合宿研修

若手は、現場の技能伝承の受け皿となる重要
な階層で、自律主体的な姿勢と意識改革が望
まれています。共通課題のグループ討議を通じ
てｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの取り方、大切さへの気付きと問
題解決に対する主体性、解決力を高めます。

7 新入社員研修 新入社員
4泊5日
宿泊研修

学生から社会人へのマインドチェンジを図りま
す。社会人としての、コミュニケーション能力、積
極性・自主性、チームワークを養成します。

8
【新規】ザ・仕事
の教え方研修

部下、後輩
に仕事を教
える立場の
方

2日間
通い研修

他の研修で、指導者が教え方を知らないという
問題が度々聞かれます。教え方のセオリーの
みならず、トレーナーのあり方を含め考えます。

9

実践！
リーダーのため
のコーチング
研修

管理・監督
者から中堅
のリーダー
クラス

2日間
通い研修

現場で、メンバーが主体性を持って最大限の
能力を発揮する活発な組織運営を実現するた
めにリーダーが持っておくべきコーチング技術を
身につけていただくことを目指します。

7
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各研修・講習の狙い

No. 研修・講習名 対象者 期間 狙い
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課長・室長
クラス
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合宿研修

各界の権威者による多彩でホットな講義を通
じて経営者視線まで視野の拡大を図ること、及
び他社の管理者との討議を通じて相互啓発、意
識改革を図ることを狙いとします。

2
【リニューアル】
管理基礎研修

管理者、係
長・作業長
及びその候
補者

2泊3日
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管理の基本について人間行動、組織の運営、
リーダーシップ、人間関係、コミュニケーションな
ど多方面から理解を深め、またグループで演習
をして体感したり経験を共有して管理能力や対
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リーダーシップを経験学習し、職場に良い影響
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6
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後輩ができ
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まれています。共通課題のグループ討議を通じ
てｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの取り方、大切さへの気付きと問
題解決に対する主体性、解決力を高めます。

7 新入社員研修 新入社員
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宿泊研修

学生から社会人へのマインドチェンジを図りま
す。社会人としての、コミュニケーション能力、積
極性・自主性、チームワークを養成します。

8
【新規】ザ・仕事
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部下、後輩
に仕事を教
える立場の
方

2日間
通い研修

他の研修で、指導者が教え方を知らないという
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みならず、トレーナーのあり方を含め考えます。
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実践！
リーダーのため
のコーチング
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管理・監督
者から中堅
のリーダー
クラス

2日間
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現場で、メンバーが主体性を持って最大限の
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身につけていただくことを目指します。

7

No. 研修・講習名 対象者 期間 狙い

10
監督者ヒューマン
スキル研修

監督者およ
び候補者、
スタッフ

2泊3日
宿泊研修

ヒューマンスキルの各要素を経験学習し、自
己成長につなげていただくことを狙いとします。
更に自己成長を組織の成長につなげ、より活き
活きした職場づくりにつなげていただくことを切
に願います。

11
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ
研修

管理・監督
者から若手
までの幅広
い各層

3日間
通い研修

年齢ギャップなどの問題で、コミュニケーション
に悩みを抱える方が多く見られます。この研修
では、理論だけではなく、「伝達力」、「聴解力」、
「対話力」を通じ、コミュニケーションのツボを体
験学習します。

12
レジリエンス
“ヤリガイ向上”
研修

35歳以上の
現場従業員
の方

1泊2日
合宿研修

　定年延長に伴う職場の高齢化が進む一方、役
職の若返り化も進みつつあります。これらの状
況によりストレスを高める３５歳以上の方が自ら
成長する機会をつかみ、前向きな一歩を踏み出
していただくことを目指します。

13
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ
研修

若手からベ
テランまで
の幅広い各
層

2日間
通い研修

プレゼンテーション能力は、聞き手の心を動か
して、望んでいる行動をとってもらうコミュニケー
ション能力の一つです。本研修では、小集団活
動の発表能力、日常業務での伝達や職場での
コミュニケーション能力向上を目指します。

14
職場の
問題解決法
研修

若手からベ
テランまで
の幅広い各
層

3日間
通い研修

現場は宝の山です。１）問題意識を持ってある
べき姿を描き、２）論理的思考で分析し、３）創造
的な解決（対策)策を立案し、４）問題を解決する
力を養う研修です。

15
鉄鋼材料
技術講習

鉄鋼製造や
鉄鋼製品を
使用する仕
事に携わっ
ている方

4日間
通い研修

鉄鋼材料の特性や使い方等を学習していただく
基礎知識習得講座です。
・鉄鋼製造プロセスと金属学
・金属の凝固と状態図 等を実習を交えながら
学びます。

16
～
20

各商品研修
(薄板、厚板、鋼
管、棒鋼・線材、
ステンレス鋼)

各商品の商
社、加工ﾒｰ
ｶ ｰ等の営
業系社員

2日間
通い研修

各商品の基礎知識を習得します。
・種類と特徴
・製造工程と規格、試験方法など

21
企業派遣学生
事前研修

産業技術短
期大学入学
を目指す企
業派遣学生
候補者

3カ月間
通い研修

産業技術短期大学への入学試験対策や、数
学等の基礎学力に不安を感じる方のための長
期研修です。同時に、研修期間中、同期の人間
関係構築もでき、入学後、円滑な学生生活につ
なげます。

22 夏季・春季講座

企業派遣学
生及び、一
部、一般企
業社員

半日から数日
通い、もしくは
オンライン

産業技術短期大学の夏休み、春休み期間に
開催する講座です。学力強化のみならず、資格
取得や会社に戻って役立つことを学びます。ま
た、一般企業の方と学びが共有できる講座を
オープン講座として開催し、皆様の学びを応援
します。
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11 管管理理者者セセミミナナーー

－－管管理理者者のの視視野野拡拡大大をを図図るる――

開開催催期期日日（（１１泊泊２２日日合合宿宿研研修修））
第８０回 １２/４(木)～５(金)

場場所所
L stay & grow 晴海 (東京）

参参加加費費
１０６，０００円/名

(宿泊費・食費含む、消費税込)

特特徴徴 ～～ 講講師師陣陣
１．企業経営部門

沖コンサルティングソリューションズ㈱

シニアマネジメントコンサルタント

杉尾 俊之先生

２．国際部門・環境部門

国際環境経済研究所 理事長

元新日本製鐵 北京事務所長

小谷 勝彦先生

ほか

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜事前課題＞

・グループ討議①及び②用事前課題

・講義聴講前の質問票①及び②

＜１日目＞

9:00 開始

講義「企業経営部門」

12:30 昼食

13:30 講義「国際部門」「環境部門」

16:30 グループ討議①

18:30 夕食

受受講講者者様様のの声声
・各講義で”変革”や”経営”という点を非常に意識させられ、大いに刺激を受

けた。自分たちで作っていくという意識をもつことができた。(30代)

・同業他社の同世代（同職制）と集まれる場は非常に貴重。日本の鉄鋼業が

未来にむけてどう進むのがよいか、その為に私たち管理者はどう取り組めば

よいかを議論出来て更によかった。(４0代)

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..66  ((55点点法法))

(2024年12月)

＜2日目＞

8:30 「経営トップ講話」①

12:00 昼食

13:00 「経営トップ講話」②
15:30 グループ討議②

16:00 終了

狙狙いい
・各界の権威者による多彩でホットな講義を通じて経営者視線まで視野の拡大を図る。

・他社の管理者との討議を通じて相互啓発、意識改革を図る。

対対象象者者
課長・室長クラス

募集人数：１８名/回

最少催行人数：８名
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・各講義で”変革”や”経営”という点を非常に意識させられ、大いに刺激を受

けた。自分たちで作っていくという意識をもつことができた。(30代)

・同業他社の同世代（同職制）と集まれる場は非常に貴重。日本の鉄鋼業が

未来にむけてどう進むのがよいか、その為に私たち管理者はどう取り組めば

よいかを議論出来て更によかった。(４0代)

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..66  ((55点点法法))

(2024年12月)

＜2日目＞

8:30 「経営トップ講話」①

12:00 昼食

13:00 「経営トップ講話」②
15:30 グループ討議②

16:00 終了

狙狙いい
・各界の権威者による多彩でホットな講義を通じて経営者視線まで視野の拡大を図る。

・他社の管理者との討議を通じて相互啓発、意識改革を図る。

対対象象者者
課長・室長クラス

募集人数：１８名/回

最少催行人数：８名

11

（講義の合間に事例を用いた演習が入ります）

＊係長、作業長研修と統合し、リニューアルいたします。

22 【【リリニニュューーアアルル】】管管理理基基礎礎研研修修

－－管管理理のの基基礎礎とと対対人人関関係係へへのの理理解解をを深深めめるる――

開開催催期期日日（（３３日日間間宿宿泊泊研研修修））
第５６回 ６/１１(水)～１３(金)

第５７回 １１/５(水)～７(金)

場場所所
人材開発センター

参参加加費費
９９，０００円/名(宿泊費・食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．管理や対人関係についての講義とマネジ

メント上の問題事例を使ったグループ演習

を織り交ぜて進めます。

２．参加者が持参した職場の問題について、

グループ討議して解決の糸口を探ります。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜事前課題＞

・職場の課題の整理

＜１日目＞

9:30 開始

「管理とは何か」

11:30昼食

12:30「管理の諸要素」

・人間行動ほか

18:00 夕食、懇親会

受受講講者者様様のの声声
・管理者としてこれまで自分が行ってきた方法と比べ、何が良かったか、何が

悪かったか、見つめ直すよい機会となった。（40代）

・これまで自分がためこんでいた悩み事についていろいろな方からアドバイ

スをもらうことで解決の糸口が見つかったと思う。（40代）

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..77  ((55点点法法))

(2022年6月～2023年7月)

＜2日目＞

9:00「管理の諸要素」

・組織

・リーダーシップほか

11:30昼食

12:30「管理の諸要素」
・基準に基づく管理

ほか

18:00 夕食、懇親会

狙狙いい
管理の基本について人間行動、組織の運営、リーダーシップ、人間関係、コミュニケーション

など多方面から理解を深め、またグループで演習をして体感したり経験を共有することで、管理

能力や対人関係能力の向上を図る。

対対象象者者
管理者、係長・作業長及びその

候補者

＜３日目＞

9:00「コミュニケーション」

11:30 昼食

12:30

自職場の問題について

16:00 終了

＜事後課題＞

・自職場の問題についての

上司との共有

募集人数：２０名/回

最少催行人数：５名

12
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33 監監督督者者アアドドババンンスス研研修修

－－上上級級監監督督者者をを目目指指すすたためめのの指指針針をを与与ええるる――

開開催催期期日日((２２泊泊３３日日宿宿泊泊ももししくくはは合合宿宿

研研修修))
宿泊 第１９８回 ７/３０(水)～８/１(金)

合宿 第１９９回

２０２６/１/２８(水)～３０(金)

場場所所
宿泊 人材開発センター

合宿 ホテルフクラシア大阪ベイ

参参加加費費
９９，０００円/名

(宿泊費・食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．高炉メーカー人事部門の講師による講義で労

働環境、人材育成、ダイバーシティ等の問題への

理解を深めます。

２．事例研究でガバナンスやリーダーとしての行動

を考察し、グループで討議します。

３．課題研究で参加者の抱える職場の問題点を共

有し、原因究明・対策立案についてグループで討

議します。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜事前課題＞

・自職場紹介資料

・自職場の問題点整理

＜１日目＞

９:30 開始～チーム作り

12:00 昼食

13:00講演

「これからの労働事情」

15:00事例研究①

18:00 夕食、懇親会

受受講講者者様様のの声声
・他社の人との意見交換ができてとても良かった。職場に戻ってから実施する

ことと自身の行動に対して考えさせられ、よい研修になった。（50代）

・(講演）高校生の就職時の志向を知る事ができてよかった。自職場の10代、

20代の社員への声掛けの参考にしたい。(40代)

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..66  ((55点点法法))

(2023年10月～2024年10月)

＜3日目＞

8:30開始

～課題研究（ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議）

12:00 昼食

13:00 課題研究(ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議)

14:00 課題研究発表会

16:00 終了

＜2日目＞

8:30 開始～事例研究②

「八甲田山」鑑賞」

12:00昼食

13:00グループ討議

「八甲田山」から学ぶ

～事例研究発表会

15:30課題研究（ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議）

18:00 夕食、懇親会

狙狙いい
企業をとりまく情勢の変化により、監督者は問題解決能力だけでなく、変化に柔軟に対応できる

マネジメント能力やリーダーシップが求められています。本研修では講義を通じて視野を広げると

ともに、他社・他職場の人たちとの交流を通じて監督者としての行動変容につながる気づきをえる

ことを目指します。

対対象象者者
上級監督者(係長、作業長または

その候補）クラスの方

募集人数：３０名/回

最少催行人数：１０名

13
13



33 監監督督者者アアドドババンンスス研研修修

－－上上級級監監督督者者をを目目指指すすたためめのの指指針針をを与与ええるる――

開開催催期期日日((２２泊泊３３日日宿宿泊泊ももししくくはは合合宿宿

研研修修))
宿泊 第１９８回 ７/３０(水)～８/１(金)

合宿 第１９９回

２０２６/１/２８(水)～３０(金)

場場所所
宿泊 人材開発センター

合宿 ホテルフクラシア大阪ベイ

参参加加費費
９９，０００円/名

(宿泊費・食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．高炉メーカー人事部門の講師による講義で労

働環境、人材育成、ダイバーシティ等の問題への

理解を深めます。

２．事例研究でガバナンスやリーダーとしての行動

を考察し、グループで討議します。

３．課題研究で参加者の抱える職場の問題点を共

有し、原因究明・対策立案についてグループで討

議します。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜事前課題＞

・自職場紹介資料

・自職場の問題点整理

＜１日目＞

９:30 開始～チーム作り

12:00 昼食

13:00講演

「これからの労働事情」

15:00事例研究①

18:00 夕食、懇親会

受受講講者者様様のの声声
・他社の人との意見交換ができてとても良かった。職場に戻ってから実施する

ことと自身の行動に対して考えさせられ、よい研修になった。（50代）

・(講演）高校生の就職時の志向を知る事ができてよかった。自職場の10代、

20代の社員への声掛けの参考にしたい。(40代)

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..66  ((55点点法法))

(2023年10月～2024年10月)

＜3日目＞

8:30開始

～課題研究（ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議）

12:00 昼食

13:00 課題研究(ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議)

14:00 課題研究発表会

16:00 終了

＜2日目＞

8:30 開始～事例研究②

「八甲田山」鑑賞」

12:00昼食

13:00グループ討議

「八甲田山」から学ぶ

～事例研究発表会

15:30課題研究（ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議）

18:00 夕食、懇親会

狙狙いい
企業をとりまく情勢の変化により、監督者は問題解決能力だけでなく、変化に柔軟に対応できる

マネジメント能力やリーダーシップが求められています。本研修では講義を通じて視野を広げると

ともに、他社・他職場の人たちとの交流を通じて監督者としての行動変容につながる気づきをえる

ことを目指します。

対対象象者者
上級監督者(係長、作業長または

その候補）クラスの方

募集人数：３０名/回

最少催行人数：１０名

13

44 監監督督者者テテーーママ別別研研修修

－－監監督督者者ととししててのの役役割割遂遂行行力力をを向向上上ささせせるる――

開開催催期期日日((２２泊泊３３日日合合宿宿、、ももししくくはは宿宿泊泊

研研修修))
宿泊 第１６８回 ５/１４(水)～１６(金)

第１６９回 ７/２(水)～４(金)

合宿 第１７０回 １０/２０(月)～２２(水)

第１７１回 １２/１７(水)～１９(金)

特特徴徴
１．高炉メーカー部長クラスによる講演で監督者

に期待する職務遂行上の心構え等を体験談も

交えながら聴講します。

２．テーマ別に編成したグループによる討議に

より、各職場での課題を共有化し、原因究明や

対策立案について、他社他職場のメンバーと討

議します。また、メンバー間で相互観察を行い、

フィードバックを実施します。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜事前課題＞

・自己紹介資料

・自職場紹介資料

・自職場の問題点整理

＜１日目＞

9:30 開始～チーム作り

12:00 昼食

13:00～ グループ討議

18:00 夕食、懇親会

受受講講者者様様のの声声
・部下とのコミュニケーションの取り方や教育・指導方法のイメージができた。

実行していきたい(２0代）。

・(講演)自分の課題である職場の人間関係やリーダーとしてのあり方をわかり

やすく教えて頂けた。ぜひ自職場で展開していきたい(30代）。

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..66  ((55点点法法))

(2023年6月～2024年8月)

＜3日目＞

8:30 開始～最終発表会

10:00 講演（外部講師）

「リーダーのあり方」

12:00 昼食

13:00 情報提供

14:00 各自の実行計画書作成

16:00 終了

＜事後課題＞

・各自の実行計画書 遂行

＜2日目＞

8:30 開始～中間発表会

10:00 講演(高炉ﾒｰｶｰ部長）

「期待される監督者の

役割」

～ 質疑

12:00 昼食

13:00 グループ討議 続き

18:00 夕食、懇親会

狙狙いい
時代の変化にともなって職場の人員の年齢構成、若者の労働観の変化などに直面し、監督者は

日々悩みを抱えて苦労しています。本研修では教育・指導、安全、人間関係のテーマ別に同じ悩

みを抱える仲間でグループを組んで討議していただき、受講者自身で解決の糸口をつかんでいた

だきます。

対対象象者者
監督者クラスおよび候補者

募集人数：４0名/回

最少催行人数：15名

場場所所
宿泊 人材開発センター

合宿 ホテルフクラシア大阪ベイ

参参加加費費
合宿：９９，０００円/名

(宿泊費・食費含む、消費税込)

グループ討議のテーマは①教育指導 ②安全 ③人間関係から選択

14
1413



55 中中堅堅リリーーダダーー研研修修

－－部部屋屋をを飛飛びび出出ししリリーーダダーーシシッッププをを経経験験学学習習ししよようう――

開開催催期期日日((22泊泊33日日宿宿泊泊研研修修))
第１４９回 ４/２３(水)～２５(金)

第１５０回 5/２８(水)～３０(金)

第１５１回 10/８(水)～１０(金)

第１５２回 11/１９(水)～２１(金)

場場所所
人材開発センター

参参加加費費
９９，０００円/名

(宿泊費・食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．野外体験学習を通じ、リーダーシップについ

て経験学習をします。

２．研修中、チームメンバーの相互観察を行い、

メンバー間でのフィードバックを実施します。

３．事前課題の「自職場の問題点」について、研

修での学習を活かし、セルフコーチングすること

で、より成果を上げやすくします。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜事前課題＞

・自己紹介資料

・自職場の問題点整理

＜１日目＞

9:00 開始

チーム作り

11:30 昼食

12:30 野外体験学習(1回目)

18:00 夕食、懇親会

受受講講者者様様のの声声
・事前準備、トラブル想定、チームワークの大切さを学んだ。特に、トラブル

時の安全確保につながる重要な感性を学びました。(20代)

・リーダーになるためのあり方が分かった。特に後輩指導においては、一方

的に教えるのではなく、相手の考えを聴きながら実施していきたい。(30代)

受受講講者者様様のの活活用用度度ごご評評価価

44..77  ((55点点法法))

(2024年4月～11月)

＜3日目＞

8:30 開始

グループ討議

11:30 昼食

12:30 グループ討議発表

14:00 フィードバック

14:30 自職場の問題点再整理

16:00 終了

＜事後課題＞

自職場の問題点への取組み

上司面談、遂行

＜2日目＞

8:30 開始

自職場の問題点発表

10:00 野外体験学習(2回目)

11:30 昼食

12:30 野外体験学習続き

18:00 夕食

狙狙いい
昨今、従来のトップのみがリーダーシップを発揮し、メンバーを引っ張っていくスタイルだけでは、

環境変化が激しい時代に対応できないことが指摘されています。このような中、メンバー一人一人

がリーダーシップを発揮することが望まれています。本研修では、職位によらないリーダーシップを

経験学習し、職場に良い影響を与えるリーダーの育成を目指します。

対対象象者者
今後、職場のリーダーとなって活躍して

ほしい人

募集人数：４２名/回

最少催行人数：６名

15
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55 中中堅堅リリーーダダーー研研修修

－－部部屋屋をを飛飛びび出出ししリリーーダダーーシシッッププをを経経験験学学習習ししよようう――

開開催催期期日日((22泊泊33日日宿宿泊泊研研修修))
第１４９回 ４/２３(水)～２５(金)

第１５０回 5/２８(水)～３０(金)

第１５１回 10/８(水)～１０(金)

第１５２回 11/１９(水)～２１(金)

場場所所
人材開発センター

参参加加費費
９９，０００円/名

(宿泊費・食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．野外体験学習を通じ、リーダーシップについ

て経験学習をします。

２．研修中、チームメンバーの相互観察を行い、

メンバー間でのフィードバックを実施します。

３．事前課題の「自職場の問題点」について、研

修での学習を活かし、セルフコーチングすること

で、より成果を上げやすくします。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜事前課題＞

・自己紹介資料

・自職場の問題点整理

＜１日目＞

9:00 開始

チーム作り

11:30 昼食

12:30 野外体験学習(1回目)

18:00 夕食、懇親会

受受講講者者様様のの声声
・事前準備、トラブル想定、チームワークの大切さを学んだ。特に、トラブル

時の安全確保につながる重要な感性を学びました。(20代)

・リーダーになるためのあり方が分かった。特に後輩指導においては、一方

的に教えるのではなく、相手の考えを聴きながら実施していきたい。(30代)

受受講講者者様様のの活活用用度度ごご評評価価

44..77  ((55点点法法))

(2024年4月～11月)

＜3日目＞

8:30 開始

グループ討議

11:30 昼食

12:30 グループ討議発表

14:00 フィードバック

14:30 自職場の問題点再整理

16:00 終了

＜事後課題＞

自職場の問題点への取組み

上司面談、遂行

＜2日目＞

8:30 開始

自職場の問題点発表

10:00 野外体験学習(2回目)

11:30 昼食

12:30 野外体験学習続き

18:00 夕食

狙狙いい
昨今、従来のトップのみがリーダーシップを発揮し、メンバーを引っ張っていくスタイルだけでは、

環境変化が激しい時代に対応できないことが指摘されています。このような中、メンバー一人一人

がリーダーシップを発揮することが望まれています。本研修では、職位によらないリーダーシップを

経験学習し、職場に良い影響を与えるリーダーの育成を目指します。

対対象象者者
今後、職場のリーダーとなって活躍して

ほしい人

募集人数：４２名/回

最少催行人数：６名

15

66 若若手手社社員員テテーーママ別別研研修修

－－他他社社のの若若手手社社員員ととのの合合宿宿研研修修、、ググルルーーププ討討議議をを通通じじ、、

若若年年層層のの意意識識改改革革、、意意欲欲向向上上をを図図るる――

対対象象者者
後輩が出来た若手に来て欲しい！

場場所所
宿泊 人材開発センター

合宿 ホテルフクラシア大阪ベイ

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜事前課題＞

・自己紹介資料

・自職場の問題点整理

＜１日目＞

09：00受付開始

09:30 研修開始

(上司からの手紙の精読)
(1)グループ作り

研修での目標設定

12:00 昼食

13:00 (2)情報交換

(3)共通課題の設定

★グループ演習Ⅰ

18:00 夕食、懇親会

受受講講者者様様のの声声
・グループ討議での会話を通じてコミュニケーションの大切さを学びました。(20代)

・同業他社の方の色々な視点での意見が聴けて参考になった。(20代)

・他社の工場長の講話で安全面、若手への期待を聴いて勉強になった。(20代)

狙狙いい
若手層は、製造現場の技能伝承の受け皿となるべき重要な階層で、技能向上、安全管理等は

もとより各種課題に対する前向きで自律主体的な姿勢と意識改革が望まれています。

本研修では、共通課題（選択テーマ）のグループ討議や演習を通じてコミュニケーションの取り方、

大切さへの気付きと問題解決に対する主体性、解決力を高めます。

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..66 ((55点点法法))

(2023年10月～2024年9月)

＜3日目＞

08:30 開始

最終発表会

★ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実習他

12:00 昼食

13:00

研修の振返り

各自の実行計画書作成

※スタッフとの個人面談

15:30 終了

＜事後課題＞

各自の実行計画書 遂行

＜2日目＞

08:30 開始

中間発表会

10:00 「これからの若手

への期待」

講師；鉄鋼大手工場長

12:00 昼食

13:00 (4)原因追究

(5)対策立案と評価

（６)実行計画の作成

★グループ演習Ⅱ

18:00 夕食、懇親会

募集人数：４０名/回

最少催行人数：１５名

開開催催期期日日((２２泊泊３３日日宿宿泊泊、、ももししくくはは合合宿宿

研研修修))
宿泊 第８１回 ６/２５(水)～２７(金)

第８２回 ８/６(水)～８(金)

合宿 第８３回 １２/１０(水)～１２(金)

第８４回 ２０２６/２/１７(火)～１９(木)

特特徴徴
１．他社の同年代の参加者とグループ討議を行

うことで色々な視点での考え方や問題解決に対

する姿勢についての刺激を受けると共に問題解

決に対する主体性、解決力を高めます。

２．「上司からの手紙」「工場長の講話」を通じて

自己の役割、あるべき姿を見つめ直します。

３．最終的に自職場の課題に対しての実行計画

を自ら主体的に作成し、上司の方に確認頂き実

際に実行していただきます。

グループ討議のテーマは①教育指導 ②安全 ③人間関係から選択

参参加加費費
合宿：９９，０００円/名

(宿泊費・食費含む、消費税込)

16
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77 新新入入社社員員研研修修

－－学学生生かからら社社会会人人にに早早期期変変身身――

開開催催期期日日((４４泊泊５５日日宿宿泊泊研研修修))
４/７(月)～１１(金)

場場所所
人材開発センター及び京都寺院

参参加加費費
１２６，０００円/名

(宿泊費、食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．グループ討議を重視し、コミュニケーショ

ン能力を高めます。

２．野外体験学習を通じ、チームワークの重

要性を体感できます。

３．非日常の寺院体験学習により、改めてご

自身を見つめることができます。

４．研修最後に、目標設定をすることで、モチ

ベーションを上げて、元気に会社に戻ってい

ただきます。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

受受講講者者様様のの声声
・学生と社会人は全く違うことが分かりました。今与えられた仕事を天命だと

思って取り組みます。(10代)

・５日間で多くのことを学びました。配属後は、挑戦する気持ちを忘れずに、

安全第一で頑張ります。(10代)

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..88  ((55点点法法))

(2024年度)

狙狙いい
学生から社会人へのマインドチェンジを図ります。社会人としての、コミュニケーション能力、積極

性・自主性、チームワークを養成します。

対対象象者者
新入社員

(中途採用の方も歓迎します)

学生から社会人へ！

・マナー

・仕事の進め方

・安全 など

募集人数：４２名/回

最少催行人数：１５名

17
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77 新新入入社社員員研研修修

－－学学生生かからら社社会会人人にに早早期期変変身身――

開開催催期期日日((４４泊泊５５日日宿宿泊泊研研修修))
４/７(月)～１１(金)

場場所所
人材開発センター及び京都寺院

参参加加費費
１２６，０００円/名

(宿泊費、食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．グループ討議を重視し、コミュニケーショ

ン能力を高めます。

２．野外体験学習を通じ、チームワークの重

要性を体感できます。

３．非日常の寺院体験学習により、改めてご

自身を見つめることができます。

４．研修最後に、目標設定をすることで、モチ

ベーションを上げて、元気に会社に戻ってい

ただきます。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

受受講講者者様様のの声声
・学生と社会人は全く違うことが分かりました。今与えられた仕事を天命だと

思って取り組みます。(10代)

・５日間で多くのことを学びました。配属後は、挑戦する気持ちを忘れずに、

安全第一で頑張ります。(10代)

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..88  ((55点点法法))

(2024年度)

狙狙いい
学生から社会人へのマインドチェンジを図ります。社会人としての、コミュニケーション能力、積極

性・自主性、チームワークを養成します。

対対象象者者
新入社員

(中途採用の方も歓迎します)

学生から社会人へ！

・マナー

・仕事の進め方

・安全 など

募集人数：４２名/回

最少催行人数：１５名

17

88 【【新新規規】】ザザ・・仕仕事事のの教教ええ方方研研修修

－－セセオオリリーーをを知知っってて自自己己流流ににささららにに磨磨ききをを――

開開催催期期日日((２２日日間間通通いい研研修修))
第１回 ７/２４(木)～２５(金)

第２回 ２０２６/３/３０(木)～３１(金)

場場所所
人材開発センター

参参加加費費
５５，０００円/名

(食費含む、消費税込)

狙狙いい
階層別などの研修で、「指導者が教え方を知らない」という問題点が度々上がります。また、製造

業における人材育成の問題点第１位として「指導する人材が不足している」*ことがあげられていま

す。これらの製造現場共通の課題から、改めて教え方について考える研修です。教え方のセオ

リーのみならず、トレーナーとしてのあり方を含め考えます。

(*経済産業省2024年度版ものづくり白書より)

対対象象者者
部下、後輩に仕事を教える立場の方

特特徴徴
人材育成において、トレーニングとコーチング

は両輪です。この研修では、トレーニングに特化

して、仕事の教え方を学びます。

１．教え方の分類やセオリーなど体系だった教え

方を学びます。また、トレーナーに必要なコミュニ

ケ―ション能力について考えます。

２．Gr討議、演習などの体験によるアクティブラー

ニングをフル活用し、研修内容の定着を図ります。

３．研修後、やってみたいことを上司様と面談し、

実行に移していただきます。

募集人数：４２名/回

最少催行人数：１０名

カカリリキキュュララムム((予予定定))

受受講講者者様様のの声声
・色々な教え方を学び、改めて標準の重要性を認識した。

・ものすごいスピードでデジタルツールが発展していることが分かった。自職

場では、しっかり目的を持って検討していきたい。

受受講講者者様様のの活活用用度度ごご評評価価

55..00 ((55点点法法))

(2024年9月夏季講座1日版)

＜2日目＞

９:30 開始

・教える仕組みを考える

・デジタルツールを考える

11:30 昼食

12:30

・トレーナーとしてのあり方

(Gr討議)

・振り返り

16:00 終了

＜1日目＞

9:30 開始

・教えるという事とは？

・教え方のセオリーを知る

11:30 昼食

12:30

・技能伝承のやり方を知る

・事例研究

17:30 終了

＜事前課題＞

・仕事を教える、教わることで

うまくいったこと、行かなかっ

たことの整理

・デジタル技術活用のメリット、

懸念点整理

＜事後課題＞やってみたいこ

との上司様との共有

実実践践！！リリーーダダーーののたためめののココーーチチンンググ研研修修とと合合わわせせてて

受受講講ししててししてていいたただだくくととよよりり効効果果的的でですす。。

18
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99 実実践践！！リリーーダダーーののたためめののココーーチチンンググ研研修修

－－成果を出す組織を作るために
リリーーダダーーがが持持つつべべききココーーチチンンググ技技術術をを学学ぶぶ――

対対象象者者
管理・監督者、補佐職。若手のリーダークラス、スタッフ。募集人数：３０名/回、最少催行人数：１０名

開開催催期期日日((２２日日間間通通いい研研修修))
第１１回 9/１８(木）～１９（金）

第1２回 ２０２６/３/５（木）～６（金）

場場所所
人材開発センター

参参加加費費
５５，０００円/名

(昼食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．経験豊富でエネルギッシュな外部講師による

分かり易い講義と丁寧な指導を行います。

２．他社や他職場の方たちとのグループ演習によ

る気づきや視野の拡大をしていただきます。

３．１，２によって、職場でのコーチング活用方法

を習得していただきます。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

受受講講者者様様のの声声
・初めて実践したい変わりたいと思えた研修だった。リーダーとしての知識

（研修で学んだこと）を自分の教訓とし、今まで以上に対話して部下の能力

UPを図っていきたい。明日から実践していく。(30代班長)

・リーダー経験が長くても気づきが多く、勉強になりました。今後にいかした

いです。(４０代リーダー）

狙狙いい
組織が成果を出すためには、メンバーが主体性を持ち最大限の能力を発揮し、活発な組織運営

を実現する必要がある。これを職場で実現するためにリーダーが持っておくべきコーチング技術を

身につけていただくことを目指します。

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..99  ((55点点法法))

(2024年9月)

＜2日目＞

９:30 開始

・自職場におけるコーチング

・行動が飛躍的に向上する

心の仕組み

12:00 昼食

・問題解決を鍛える対話法

・2日間の振り返り

15:30 終了

＜1日目＞

9:30 開始

・コーチングとは

（コーチング力、

コミュニケーション力、

人間性）

12:00 昼食

13:00 コーチング基礎

の実践

17:30 終了

【【講講師師：：齋齋藤藤 裕裕介介 氏氏ののププロロフフィィーールル】】

・働き方カウンセラー。

・天才Lab.-ステキなミライ研究室-の室長。

・大学卒業後、大手保険代理店で勤務。

入社４年目にして営業部、課長に昇進。同年、

営業成績・従業員満足度・顧客満足度の全て

で全国１位を獲得。その後、営業だけでなく、

様々な分野で活躍できる人材を育てたいと思

い、独立。

・働き方に関する研修の受講者数はのべ１万

人を超え、３人に１人が「今までで一番の研

修！」と評価。

・また、総フォロワー数８万人以上のSNSでは

「今すぐ使えて、一生役立つ心理学の知識」を

テーマに毎日心理学の情報を配信中。

＜事前課題＞

職場の人間関係や

部下の指導・育成面に関する

アンケート

19
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99 実実践践！！リリーーダダーーののたためめののココーーチチンンググ研研修修

－－成果を出す組織を作るために
リリーーダダーーがが持持つつべべききココーーチチンンググ技技術術をを学学ぶぶ――

対対象象者者
管理・監督者、補佐職。若手のリーダークラス、スタッフ。募集人数：３０名/回、最少催行人数：１０名

開開催催期期日日((２２日日間間通通いい研研修修))
第１１回 9/１８(木）～１９（金）

第1２回 ２０２６/３/５（木）～６（金）

場場所所
人材開発センター

参参加加費費
５５，０００円/名

(昼食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．経験豊富でエネルギッシュな外部講師による

分かり易い講義と丁寧な指導を行います。

２．他社や他職場の方たちとのグループ演習によ

る気づきや視野の拡大をしていただきます。

３．１，２によって、職場でのコーチング活用方法

を習得していただきます。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

受受講講者者様様のの声声
・初めて実践したい変わりたいと思えた研修だった。リーダーとしての知識

（研修で学んだこと）を自分の教訓とし、今まで以上に対話して部下の能力

UPを図っていきたい。明日から実践していく。(30代班長)

・リーダー経験が長くても気づきが多く、勉強になりました。今後にいかした

いです。(４０代リーダー）

狙狙いい
組織が成果を出すためには、メンバーが主体性を持ち最大限の能力を発揮し、活発な組織運営

を実現する必要がある。これを職場で実現するためにリーダーが持っておくべきコーチング技術を

身につけていただくことを目指します。

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..99  ((55点点法法))

(2024年9月)

＜2日目＞

９:30 開始

・自職場におけるコーチング

・行動が飛躍的に向上する

心の仕組み

12:00 昼食

・問題解決を鍛える対話法

・2日間の振り返り

15:30 終了

＜1日目＞

9:30 開始

・コーチングとは

（コーチング力、

コミュニケーション力、

人間性）

12:00 昼食

13:00 コーチング基礎

の実践

17:30 終了

【【講講師師：：齋齋藤藤 裕裕介介 氏氏ののププロロフフィィーールル】】

・働き方カウンセラー。

・天才Lab.-ステキなミライ研究室-の室長。

・大学卒業後、大手保険代理店で勤務。

入社４年目にして営業部、課長に昇進。同年、

営業成績・従業員満足度・顧客満足度の全て

で全国１位を獲得。その後、営業だけでなく、

様々な分野で活躍できる人材を育てたいと思

い、独立。

・働き方に関する研修の受講者数はのべ１万

人を超え、３人に１人が「今までで一番の研

修！」と評価。

・また、総フォロワー数８万人以上のSNSでは

「今すぐ使えて、一生役立つ心理学の知識」を

テーマに毎日心理学の情報を配信中。

＜事前課題＞

職場の人間関係や

部下の指導・育成面に関する

アンケート
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1100 監監督督者者ヒヒュューーママンンススキキルル研研修修

－－自自己己成成長長をを通通じじてて、、よよりり活活きき活活ききととししたた職職場場へへ――

開開催催期期日日((２２泊泊３３日日宿宿泊泊研研修修))
第１２１回 ９/３(水)～５(金)

第１２２回 ２０２６/３/１７(火)～１９(木)

場場所所
人材開発センター

参参加加費費
１０７，０００円/名

(宿泊費・食費含む、消費税込)

カカリリキキュュララムム((予予定定))

受受講講者者様様のの声声
・これからデジタル化が進むが、それに負けない魂のコミュニケーションをし

ていく。この研修を必ず活かし、直面している問題を克服したい。(40代）

・初めて耳にすることばかりで満足できる研修でした。今後のキャリアに置い

てどれも不可欠なスキルであり、本研修テキストは常に脇に置いて業務に活

用していきます。(40代)

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..77  ((55点点法法))

(2023年11月～2024年11月)

＜3日目＞

8:30 開始

⑦ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ能力

13:00 マネジメント総合演習

15:00 ⑧向上心

16:00 終了

＜事後課題＞

能力向上計画の上司様との

共有

＜2日目＞

8:30 開始

④リーダーシップ

11:00 ⑤交渉能力

14:00 ⑥コーチング能力

18:00 夕食、懇親会

狙狙いい
ヒューマンスキル(HS)とは、対人関係を円滑に進めるためのスキルです。カッツモデルによると、

HSはどのマネジメント階層でも同じだけ必要とされてます。この研修では、HSの各要素を経験学習

し、自己成長につなげていただくことを狙いとします。更に自己成長を組織の成長につなげ、より

活き活きとした職場づくりにつなげていただくことを切に願います。

対対象象者者
現場監督者及びその候補者、スタッフ

特特徴徴
１．8つの能力を演習(経験)を通じ、省察→概念

化を行い、ご自身の実践につなげていただける

経験学習です。

２．多様な意見から学ぶために、頻繁にペア、グ

ループ替えを行います。

３．研修後、ご自身の能力向上計画を立案し、上

司様との面談で、認識を共有していただきます。

カッツモデル

トップ

マネジメント

ミドル

マネジメント

ロワー

マネジメント

ヒヒュューーママンン

ススキキルル

コンセプチュアル

スキル

テクニカル

スキル

＜事前課題＞

・８つの能力自己診断

・対人関係の問題点整理

＜１日目＞

9:30 オリエンテーション

①リスニング能力

13:00 ②ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力

15:00 ③プレゼン能力

18:00 夕食、懇親会

募集人数：４２名/回

最少催行人数：１０名
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1111 ココミミュュニニケケーーシショョンンススキキルル研研修修

－－「「伝伝ええるる、、聴聴くく、、対対話話すするる」」をを実実践践すするる――

場場所所
人材開発センター

参参加加費費
通い：７３，０００円/名

＊２日間短縮の場合、４９，０００円/名

(いずれも昼食費含む、消費税込)

＜事前課題＞

・スピーチ、トークの準備

＜１日目＞

9:30 開始

自己紹介：１分間スピーチ

13:00 伝達力

・講義と演習：準備力、

三原則、構成力

・演習：３分間トーク

17:00 終了

受受講講者者様様のの声声
・伝えたいことを簡潔に分かりやすく印象付けることを今後、実践したい。

(40代)

・自分が知りたかったコミュニケーションスキルが良く分かった。(30代)

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..55  ((55点点法法))

(2023年5月～2024年8月)

＜２日目＞

9:00 開始

聴解力

・講義：傾聴力、メモ力、

図解力

・演習：図解力、

傾聴力(3分間トーク)

17:00 終了

狙狙いい
年齢ギャップなどの問題で、コミュニケーションに悩みを抱える方が多く見られます。

ここでは、理論だけではなく、「伝達力」、「聴解力」、「対話力」を通じ、コミュニケーションのツボ

を体験学習します。

対対象象者者
管理・監督者から若手までの幅広い各層

特特徴徴
１．研修経験が豊富なベテラン講師による独自

のコンテンツです。

２．演習、振り返り、分かち合いを繰り返し、実践

することで、スキルを定着させていただきます。

３．演習で、受講者同士学び合います。

＜３日目＞

9:00 開始

対話力

・講義

・演習：人間理解力(3分間

トーク)

・受講者同士の

フィードバック

15:30 終了

・伝達力

・聴解力

・対話力

開開催催期期日日

((３３日日間間通通いい研研修修))
第３６回 ６/４(水)～６(金)

第３７回 １０/１(水)～３(金)
＊参加人数が少ない場合、演習時間が

短くなるため、２日間に短縮する場合が

あります。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

募集人数：２０名/回

最少催行人数：１０名
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1111 ココミミュュニニケケーーシショョンンススキキルル研研修修

－－「「伝伝ええるる、、聴聴くく、、対対話話すするる」」をを実実践践すするる――

場場所所
人材開発センター

参参加加費費
通い：７３，０００円/名

＊２日間短縮の場合、４９，０００円/名

(いずれも昼食費含む、消費税込)

＜事前課題＞

・スピーチ、トークの準備

＜１日目＞

9:30 開始

自己紹介：１分間スピーチ

13:00 伝達力

・講義と演習：準備力、

三原則、構成力

・演習：３分間トーク

17:00 終了

受受講講者者様様のの声声
・伝えたいことを簡潔に分かりやすく印象付けることを今後、実践したい。

(40代)

・自分が知りたかったコミュニケーションスキルが良く分かった。(30代)

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..55  ((55点点法法))

(2023年5月～2024年8月)

＜２日目＞

9:00 開始

聴解力

・講義：傾聴力、メモ力、

図解力

・演習：図解力、

傾聴力(3分間トーク)

17:00 終了

狙狙いい
年齢ギャップなどの問題で、コミュニケーションに悩みを抱える方が多く見られます。

ここでは、理論だけではなく、「伝達力」、「聴解力」、「対話力」を通じ、コミュニケーションのツボ

を体験学習します。

対対象象者者
管理・監督者から若手までの幅広い各層

特特徴徴
１．研修経験が豊富なベテラン講師による独自

のコンテンツです。

２．演習、振り返り、分かち合いを繰り返し、実践

することで、スキルを定着させていただきます。

３．演習で、受講者同士学び合います。

＜３日目＞

9:00 開始

対話力

・講義

・演習：人間理解力(3分間

トーク)

・受講者同士の

フィードバック

15:30 終了

・伝達力

・聴解力

・対話力

開開催催期期日日

((３３日日間間通通いい研研修修))
第３６回 ６/４(水)～６(金)

第３７回 １０/１(水)～３(金)
＊参加人数が少ない場合、演習時間が

短くなるため、２日間に短縮する場合が

あります。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

募集人数：２０名/回

最少催行人数：１０名
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1122 レレジジリリエエンンスス ““ヤヤリリガガイイ向向上上””研研修修

－－３３５５歳歳以以上上現現場場中中高高年年のの働働きき方方・・意意識識改改革革――

対対象象者者
３５歳以上の現場従業員の方。 募集人数：１５名/回、最少催行人数：８名

開開催催期期日日((１１泊泊２２日日合合宿宿研研修修))
第４回 ７/９(水）～１０（木）

場場所所
大本山妙心寺（京都）・花園会館（寺隣接）

参参加加費費
８２，０００円/名 (宿泊費・食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．講師は、鉄鋼業界で勤続経験のあるキャリアコ

ンサルタントです。

２．坐禅や写経、法話により、自分の内面との向き

合い方や、人にとって仕事とは何かを学びます。

（法話は大本山妙心寺派の高僧・専任布教師）

３．坐禅等や他社の方とのグループ討議を通して、

新たに挑戦・成長する機会をつかみ、前向きな一

歩を踏み出すための“気づき”を獲得します。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

受受講講者者様様のの声声
・他社の同世代と交流できた。坐禅を通じ自分と向き合うことが出来た。

(40代)

・「現成受用」、起きたこと、現実を素直に受け入れて、それに対応し一生

懸命生きる。職場や工場での問題対応でこの考えを実践します。(50代)

狙狙いい
収益向上のため安全性を確保しながら生産性を向上させる事が益々求められています。また、定年

延長に伴う職場の高齢化が進む一方で、役職の若返り化も進みつつあります。これらのさまざまな職

場の環境変化が３５歳以上の現場従業員のストレスを高めています。今のご自身を見つめ直すことで、

レジリエンス力を向上させ、新たに挑戦・成長する機会をつかみ、前向きな一歩を踏み出すための

“気づき”を得ていただくことを本研修では目指します。 『『随随処処作作主主 立立処処皆皆真真』』（（臨臨済済録録））

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..55  ((55点点法法))

(2024年12月)

＜2日目＞

8:30 ・ﾗｲﾌﾗｲﾝﾁｬｰﾄ発表

・第２回グループ討議
（自分の価値観、思考タイプ等）

12:00 昼食

13:00 ・第３回グループ討議
（仕事のヤリガイ向上）

・行動計画書作成

・2日間の学びと決意表明等

16:00 終了

＜1日目＞

9:15 開講、ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、

自己紹介、職場の概要

10:00 坐禅１と法話

12:30 斎座（昼食）作法説明

13:00 斎座（昼食）

14:00 写経と坐禅２

17:00 第１回グループ討議

（坐禅研修の学び等）

18:00 夕食、懇親会

＜事前課題＞

①事前アンケート

・職場での自分の役割等につ

いて気になっている事等

・人生100年時代に向けて準

備しようと考えている事

②私の職場概要説明

③課題小冊子に関するアン

ケート

④ﾗｲﾌﾗｲﾝﾁｬｰﾄの作成

大本山妙心寺（臨済宗）
【臨済宗妙心寺派大本山妙心寺のHPより】
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狙狙いい
プレゼンテーション能力は、聞き手の心を動かして、望んでいる行動をとってもらうコミュニケー

ション能力の一つです。本研修では、小集団活動の発表能力、日常業務での伝達や職場でのコ

ミュニケーション能力向上を目指します。

今後、プレゼン機会が増える若手の方のみならず、指導する立場の方についても、プレゼンテー

ションのポイントを学んでいただけます。

1133 ププレレゼゼンンテテーーシショョンン研研修修

－－ププレレゼゼンン３３要要素素にによよりり、、心心をを動動かかすす技技術術をを習習得得ししよようう――

開開催催期期日日((２２日日間間通通いい研研修修))
第１７回 １０/２８(水)～２９(木)

第１８回 ２０２６/３/２４(火)～２５(水)

特特徴徴
１．パワーポイント(PCはこちらで準備)を用いた実

用的な研修です。

２．３つの要素を切り口として、プレゼンテクニック

のみならず、あり方(姿勢）も学んでいただきます。

適宜、復習をすることで、知識の定着を図ります。

３．演習においては、テーマを明確にして、一つ

ずつ積み上げていきます。

４．発表、フィードバックを繰り返すことで、改善し

ていく姿を実感していただきます。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜事前課題＞

・演習使用題材(自職場の問題点)の整理

＜１日目＞

9:３0 オリエンテーション

演習1.自己紹介

13:00 演習2.アイコンタクト

14:00 演習3.姿勢、表情、ジェスチャー

15:30 演習4.事前課題にて

17:30 終了

受受講講者者様様のの声声
・一つ一つ留意点を意識しながらの演習は良かったです。今後、職場の若

手にも参加してほしいです。(30代)

・話し方の姿勢が今までできていなかったことに気づきました。演習の回を追

うごとに上手になっていくのが分かり、嬉しかった。(30代)

受受講講者者様様のの満満足足度度ごご評評価価

44..11  ((55点点法法))

(2022年9月～2023年9月)

＜2日目＞

9:00 開始

演習5.プレゼンフレームワーク

13:00 演習6.話法

15:30 終了

対対象象者者
若手からベテランまでの幅広い各層

場場所所
人材開発センター

参参加加費費
５５，０００円/名

(PCレンタル費及び昼食費含む、消費税込)

プレゼンテーション

の３要素

人柄

内容

話し方

募集人数：１２名/回

最少催行人数：８名
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狙狙いい
プレゼンテーション能力は、聞き手の心を動かして、望んでいる行動をとってもらうコミュニケー

ション能力の一つです。本研修では、小集団活動の発表能力、日常業務での伝達や職場でのコ

ミュニケーション能力向上を目指します。

今後、プレゼン機会が増える若手の方のみならず、指導する立場の方についても、プレゼンテー

ションのポイントを学んでいただけます。

1133 ププレレゼゼンンテテーーシショョンン研研修修

－－ププレレゼゼンン３３要要素素にによよりり、、心心をを動動かかすす技技術術をを習習得得ししよようう――

開開催催期期日日((２２日日間間通通いい研研修修))
第１７回 １０/２８(水)～２９(木)

第１８回 ２０２６/３/２４(火)～２５(水)

特特徴徴
１．パワーポイント(PCはこちらで準備)を用いた実

用的な研修です。

２．３つの要素を切り口として、プレゼンテクニック

のみならず、あり方(姿勢）も学んでいただきます。

適宜、復習をすることで、知識の定着を図ります。

３．演習においては、テーマを明確にして、一つ

ずつ積み上げていきます。

４．発表、フィードバックを繰り返すことで、改善し

ていく姿を実感していただきます。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜事前課題＞

・演習使用題材(自職場の問題点)の整理

＜１日目＞

9:３0 オリエンテーション

演習1.自己紹介

13:00 演習2.アイコンタクト

14:00 演習3.姿勢、表情、ジェスチャー

15:30 演習4.事前課題にて

17:30 終了

受受講講者者様様のの声声
・一つ一つ留意点を意識しながらの演習は良かったです。今後、職場の若

手にも参加してほしいです。(30代)

・話し方の姿勢が今までできていなかったことに気づきました。演習の回を追

うごとに上手になっていくのが分かり、嬉しかった。(30代)

受受講講者者様様のの満満足足度度ごご評評価価

44..11  ((55点点法法))

(2022年9月～2023年9月)

＜2日目＞

9:00 開始

演習5.プレゼンフレームワーク

13:00 演習6.話法

15:30 終了

対対象象者者
若手からベテランまでの幅広い各層

場場所所
人材開発センター

参参加加費費
５５，０００円/名

(PCレンタル費及び昼食費含む、消費税込)

プレゼンテーション

の３要素

人柄

内容

話し方

募集人数：１２名/回

最少催行人数：８名
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狙狙いい
言うまでもなく、現場は宝の山です。１）問題意識を持ってあるべき姿を描き、２）論理的思考で分

析し、３）創造的な解決（対策)策を立案し、４）問題を解決する力を養う研修です。

ベテランや若手スタッフの方など自主管理活動の指導的立場の方の学び直しにも有効です。

1144 職職場場のの問問題題解解決決法法研研修修

－－現現場場とといいうう宝宝のの山山をを論論理理的的思思考考でで掘掘りり起起ここそそうう――

開開催催期期日日

((３３日日間間通通いい研研修修))
第１４２回 ６/１８(水)～２０(金)

第１４３回 １１/２６(水)～２８(金)

特特徴徴
１．講義、事例演習(個人検討及びグループ検

討)、グループ討議(具体的事例)の３点セットに

より学びを深化させます。

２．講義テキストとは別に演習ノートを活用して

いただくことで、振り返りがしやすくなるように工

夫しています。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜事前課題＞

「今、私が解決すべき問題」

＜１日目＞

10:00 オリエンテーション

問題の特定

12:00 昼食

15:30 グループ討議(グルー

プテーマの選定)

18:00 終了

受受講講者者様様のの声声
・問題解決の仕方が改めて確認できた。ロジックツリーは現場で活用したい。

(50代)

・すでに起こっている発生型問題だけではなく、探索型、設定型問題につい

ても職場で考えていきたい。(30代)

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..11  ((55点点法法))

(2023年10月～2024年10月)

＜2日目＞

9:00 開始

グループ討議発表

10:30 原因分析

12:00 昼食

14:00 課題設定

15:30 グループ討議(原因分

析、課題設定)

18:00 終了

対対象象者者
若手からベテランまでの幅広い各層

場場所所
人材開発センター

参参加加費費
宿泊：７３，０００円/名

(昼食費含む、消費税込)

＜3日目＞

9:00 開始

解決策の立案、

スケジュールの作成

10:30 グループ討議

(解決策立案、ｽｹｼﾞｭｰﾙ作成)

12:00 昼食

14:00 グループ討議発表

15:30 終了

募集人数：２０名/回

最少催行人数：１０名
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1155 鉄鉄鋼鋼材材料料技技術術講講習習

－－理理論論とと実実験験かからら学学ぶぶ鉄鉄鋼鋼材材料料のの基基礎礎知知識識――

対対象象者者
鉄鋼製造や品質管理に携わっている方、

鉄鋼製品を使用する仕事に携わっている方

開開催催期期日日((44日日間間通通いい研研修修))
第９５回 ９/９(火)～１２(金)

第９６回 ２０２６/３/１０(火)～１３(金)

場場所所 産業技術短期大学構内

参参加加費費
９９，０００円/名

(教材費・実験費・昼食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．鉄鋼材料の基礎理論を座学で学び、実験や映

像で理解を深めます。

２．実験は実際に企業で試験担当をされている方

に実験方法と安全上の注意点を指導していただけ

ます。

３．実験内容

・冷却速度と金属組織（ジョミニ試験）

・合金元素の効果

・機械試験（引張試験、衝撃試験、硬さ試験）

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜１日目＞

09：00受付開始

09:20 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

【鉄鋼材料技術概論】

鉄の歴史

鉄鋼業の現状

13:00 

【鉄鋼製造プロセスと

金属学】

製銑・製鋼・圧延

18:00 懇親会

講講師師 産業技術短期大学教授及び、鉄鋼メーカー研究所ＯＢ

狙狙いい
鉄鋼材料は種々の用途に使用されますが、鉄の歴史に始まり、特性に関する理論と

材料特性を引き出す方法、これら理論に基づく製造方法までを理解していただく事を目指した

基礎知識習得の為の講座になります。

座学と同時に関連する実験を短大構内の施設で実際に行うことで理解を深めます。

受受講講者者様様のの講講習習全全般般ののごご評評価価

44..33 ((55点点法法))

(2023年10月～2024年9月)

＜2日目＞

09:00 開始

【金属の凝固と状態図】

相変化・凝固と状態図

連続鋳造と品質

13:00

【実験①】

【実験②】

17:30 終了

募集人数 ２４名/回

最少催行人数 ８名

＜4日目＞

09:00 開始

【腐食と防錆】

鉄は何故錆びる

鉄を錆から防ぐ

13：00

【腐食と防錆】

表面処理鋼板

ステンレス鋼

15:30 終了

＜3日目＞

09:00 開始

【鉄鋼材料の基礎】

金属とは

結晶構造と延性

強度とは

13：00

【鉄鋼材料の基礎】

熱処理

【実験③】

17:30 終了

受受講講者者様様のの声声
・座学と実験を組み合わせて行う事で、頭の整理をしやすかった。(40代)

・鉄が持つ様々な特性を講議、実験を通して学ぶことができて良かった。

特に状態図についてはこれまでよりもかなり理解が深まったと思う。(20代)
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1155 鉄鉄鋼鋼材材料料技技術術講講習習

－－理理論論とと実実験験かからら学学ぶぶ鉄鉄鋼鋼材材料料のの基基礎礎知知識識――

対対象象者者
鉄鋼製造や品質管理に携わっている方、

鉄鋼製品を使用する仕事に携わっている方

開開催催期期日日((44日日間間通通いい研研修修))
第９５回 ９/９(火)～１２(金)

第９６回 ２０２６/３/１０(火)～１３(金)

場場所所 産業技術短期大学構内

参参加加費費
９９，０００円/名

(教材費・実験費・昼食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．鉄鋼材料の基礎理論を座学で学び、実験や映

像で理解を深めます。

２．実験は実際に企業で試験担当をされている方

に実験方法と安全上の注意点を指導していただけ

ます。

３．実験内容

・冷却速度と金属組織（ジョミニ試験）

・合金元素の効果

・機械試験（引張試験、衝撃試験、硬さ試験）

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜１日目＞

09：00受付開始

09:20 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

【鉄鋼材料技術概論】

鉄の歴史

鉄鋼業の現状

13:00 

【鉄鋼製造プロセスと

金属学】

製銑・製鋼・圧延

18:00 懇親会

講講師師 産業技術短期大学教授及び、鉄鋼メーカー研究所ＯＢ

狙狙いい
鉄鋼材料は種々の用途に使用されますが、鉄の歴史に始まり、特性に関する理論と

材料特性を引き出す方法、これら理論に基づく製造方法までを理解していただく事を目指した

基礎知識習得の為の講座になります。

座学と同時に関連する実験を短大構内の施設で実際に行うことで理解を深めます。

受受講講者者様様のの講講習習全全般般ののごご評評価価

44..33 ((55点点法法))

(2023年10月～2024年9月)

＜2日目＞

09:00 開始

【金属の凝固と状態図】

相変化・凝固と状態図

連続鋳造と品質

13:00

【実験①】

【実験②】

17:30 終了

募集人数 ２４名/回

最少催行人数 ８名

＜4日目＞

09:00 開始

【腐食と防錆】

鉄は何故錆びる

鉄を錆から防ぐ

13：00

【腐食と防錆】

表面処理鋼板

ステンレス鋼

15:30 終了

＜3日目＞

09:00 開始

【鉄鋼材料の基礎】

金属とは

結晶構造と延性

強度とは

13：00

【鉄鋼材料の基礎】

熱処理

【実験③】

17:30 終了

受受講講者者様様のの声声
・座学と実験を組み合わせて行う事で、頭の整理をしやすかった。(40代)

・鉄が持つ様々な特性を講議、実験を通して学ぶことができて良かった。

特に状態図についてはこれまでよりもかなり理解が深まったと思う。(20代)
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＜事前課題＞

・事前テスト

＜１日目＞

12：30受付開始

13:00 開始

・鉄鋼の基礎

・薄板の製造工程

・表面処理鋼板

18:00 終了

受受講講者者様様のの声声
・鉄鋼の基礎から、製造工程 ・表面処理等、1つ1つ丁寧に、細かく、わ

かりやすく講議をしていただき、とても勉強になりました。(20代)

・薄板の製造工程や品質などについて部分的な知識はあったが、研修

を通じて鉄鋼の基礎知識とも関連付けて整理して理解する事ができた

ので、大変有意義でした。(30代)

1166 薄薄板板商商品品研研修修

－－製製造造ププロロセセススかからら製製品品規規格格、、用用途途ままでで――

対対象象者者
薄板の販売、営業所、商社、コイルセンター等

の営業系社員

開開催催期期日日((２２日日間間通通いい研研修修))
第２４回 ７/１７(木)～１８(金)

第２５回 ２０２６/１/２２(木)～２３(金)

場場所所
鉄鋼会館 (東京)

参参加加費費
５５，０００円/名

(参考書と２日目昼食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．薄板の製造工程、特徴と用途、めっきの種

類と特徴を学び実際のサンプルで確認いただ

けます。

２．薄板の品質、規格について学びます。

材料試験方法を簡易的な試験片を使用した

実習で体験学習できます。

３．参考書、事前テストで鉄鋼の基礎知識、用

語を学んでいただき、講義で学習した最後に修

了テストを行い理解度を確認できます。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

狙狙いい
薄板三品（熱延、冷延、表面処理鋼板）の製造工程から製品の特徴までを分かり易く解説。

製品の規格、カタログ、ミルシートの内容の理解ができるようになります。

製品に関する説明だけでなく、鉄鋼の金属に関する基礎、製造プロセスなどを学ぶ事により

品質や製品特性に関する知識をより深く学ぶことができます。

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..55 ((55点点法法))

(2023年10月～2024年9月)

募集人数 ４０名/回

最少催行人数 １５名

講講師師 薄板の製造、ﾌﾟﾛｾｽ開発、技術ｻｰﾋﾞｽ

などに携わった経験豊富な鉄鋼ﾒｰｶｰOB

めっき製品例

＜2日目＞

08:30 (会場開門)

09:00 開始

・ハイテン

・【実習】引張試験実習

・規格

12:00 昼食

13:00 ・品質

・修了テスト

16:00 終了

製造プロセス

溶融めっき 電気めっき
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1177 厚厚板板商商品品研研修修

－－製製造造ププロロセセススかからら製製品品規規格格、、用用途途ままでで――

対対象象者者
厚板の販売、営業所、商社、シヤリング

会社等の営業系社員

開開催催期期日日((２２日日間間通通いい研研修修))
第１１回 ９/２５(木)～２６(金)

場場所所
鉄鋼会館 (東京)

参参加加費費
５５，０００円/名

(参考書と２日目昼食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．厚板の製造工程、特徴と用途を学び実際の

サンプルで確認いただけます。

２．厚板の品質、規格について学びます。

材料試験方法を簡易的な試験片を使用した

実習で体験学習できます。

３．参考書、事前テストで鉄鋼の基礎知識、用

語を学んでいただき、講義で学習した最後に修

了テストを行い理解度を確認できます。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜事前課題＞

・事前テスト

＜１日目＞

12：30受付開始

13:00 開始

・厚板の製造方法

・厚板の用途

・厚板の特性

・溶接

18:00 終了

受受講講者者様様のの声声
・厚板の特徴から規格毎の用途まで幅広く学ぶ事ができて良かった。

(20代)

・普段扱っている商品に関する熱処理や化学成分の 内容が分かり非常

に勉強になった。(20代)

狙狙いい
厚板の製造工程から製品の特徴までを分かり易く解説。

製品の規格、カタログ、ミルシートの内容の理解ができるようになります。

製品に関する説明だけでなく、鉄鋼の金属に関する基礎、製造プロセスなどを学ぶ事により

品質や製品特性に関する知識をより深く学ぶことができます。

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..55 ((55点点法法))

(2022年4月～2023年9月)

＜2日目＞

08:30 (会場開門)

09:00 開始

・厚板の規格

・【実習】引張試験実習

・厚板の試験・検査

12:00 昼食

13:00

・修了テスト

16:00 終了

募集人数 ２０名/回

最少催行人数 １０名

用途例

講講師師 厚板の製造技術、商品開発、技術

サービスに携わった経験豊富な鉄鋼メーカー

ＯＢ
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1177 厚厚板板商商品品研研修修

－－製製造造ププロロセセススかからら製製品品規規格格、、用用途途ままでで――

対対象象者者
厚板の販売、営業所、商社、シヤリング

会社等の営業系社員

開開催催期期日日((２２日日間間通通いい研研修修))
第１１回 ９/２５(木)～２６(金)

場場所所
鉄鋼会館 (東京)

参参加加費費
５５，０００円/名

(参考書と２日目昼食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．厚板の製造工程、特徴と用途を学び実際の

サンプルで確認いただけます。

２．厚板の品質、規格について学びます。

材料試験方法を簡易的な試験片を使用した

実習で体験学習できます。

３．参考書、事前テストで鉄鋼の基礎知識、用

語を学んでいただき、講義で学習した最後に修

了テストを行い理解度を確認できます。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜事前課題＞

・事前テスト

＜１日目＞

12：30受付開始

13:00 開始

・厚板の製造方法

・厚板の用途

・厚板の特性

・溶接

18:00 終了

受受講講者者様様のの声声
・厚板の特徴から規格毎の用途まで幅広く学ぶ事ができて良かった。

(20代)

・普段扱っている商品に関する熱処理や化学成分の 内容が分かり非常

に勉強になった。(20代)

狙狙いい
厚板の製造工程から製品の特徴までを分かり易く解説。

製品の規格、カタログ、ミルシートの内容の理解ができるようになります。

製品に関する説明だけでなく、鉄鋼の金属に関する基礎、製造プロセスなどを学ぶ事により

品質や製品特性に関する知識をより深く学ぶことができます。

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..55 ((55点点法法))

(2022年4月～2023年9月)

＜2日目＞

08:30 (会場開門)

09:00 開始

・厚板の規格

・【実習】引張試験実習

・厚板の試験・検査

12:00 昼食

13:00

・修了テスト

16:00 終了

募集人数 ２０名/回

最少催行人数 １０名

用途例

講講師師 厚板の製造技術、商品開発、技術

サービスに携わった経験豊富な鉄鋼メーカー

ＯＢ
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場場所所
鉄鋼会館 (東京)

狙狙いい
鋼管の製造工程から製品の特徴までを分かり易く解説。

製品の規格、カタログ、ミルシートの内容の理解ができるようになります。

鋼管の種類と特徴、用途（配管・塗覆装鋼管、建築構造用鋼管、ボイラー・化学工業用鋼管、

自動車用鋼管、油井管、ラインパイプ）や今後の脱炭素社会での新たなニーズについて広く

学ぶことができます。

受受講講者者様様のの声声
・パイプ毎の製造法の違いに加え使用上の留意点や背景もご説明いただい

た事でイメージしやすく、理解することができました。(20代)

・脱炭素のキーワードに関連する商品は役に立つと感じました。(30代)

1188 鋼鋼管管商商品品研研修修

－－製製造造ププロロセセススかからら製製品品規規格格、、用用途途ままでで――

対対象象者者
鋼管の販売、営業所、商社、加工ｾﾝﾀｰ等

の営業系社員

開開催催期期日日((２２日日間間通通いい研研修修))
第９回 １１/１３(木)～１４(金)

参参加加費費 ５５，０００円/名

(参考書と２日目昼食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．鋼管の製造工程、特徴と用途を学び実際の

サンプルで確認いただけます。

２．鋼管の品質、規格について学びます。

試験片を使用した実習で鋼管の製造方法、

品種毎の寸法精度、特徴について体験学習で

きます。

３．参考書、事前テストで鋼管の基礎知識、用

語を学んでいただき、講義で学習した最後に修

了テストを行い理解度を確認できます。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜事前課題＞

・事前テスト

＜１日目＞

12：30受付開始

13:00 開始

・鋼管の市場規模

・鋼管の製造方法

・二次加工

・試験・検査方法

・鋼管の規格、表示・梱包

18:00 終了

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..22 ((55点点法法))

(2023年10月～2024年11月)

＜2日目＞

08:30 (会場開門)

09:00 開始 12：00～13：00昼食

・【実習】鋼管測定実習

・用途別各論 配管・塗覆装鋼管

・ボイラー・化学プラント用・原子力発電用

・自動車用、建材用鋼管

・油井管、ﾗｲﾝﾊﾟｲﾌﾟ

・2050年脱炭素社会に向けて

・修了テスト

17:00 終了

募集人数 ２０名/回

最少催行人数 １０名

講講師師 鋼管の製造、商品開発、ﾌﾟﾛｾｽ研究開

発に携わった経験豊富な鉄鋼ﾒｰｶｰOB

鋼管杭化学プラント

用途例
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＜2日目＞

08:30 (会場開門)

09:00 開始 12：00～13：00昼食

（以下部品例に関して）

・エンジン主要部品と製造工程

部品の必要特性

・【実習】熱処理試験実習

・線材と線、種類、製造工程、用途、特性

・工具鋼、ｽﾃﾝﾚｽ鋼の分類と用途

・修了テスト

16:00 終了

受受講講者者様様のの声声
・棒鋼、線材についての基礎が学べて良かった。特に仕事上で、あまり学べ

ていなかった金属組織について詳しくなることができた。(20代)

・これまで曖昧であった知識が、今回の講議で体系化できたと思います。 ま

たイメージしにくかった熱処理についても、実験を通して、より明確にすること

ができました。(20代)

1199 棒棒鋼鋼・・線線材材商商品品研研修修

－－製製造造ププロロセセススかからら製製品品規規格格、、用用途途ままでで――

対対象象者者
棒鋼・線材の販売、営業所、商社、加工等の

営業系社員

開開催催期期日日((２２日日間間通通いい研研修修))
第７回 １０/１６(木)～１０/１７(金)

場場所所
鉄鋼会館 (東京)

参参加加費費
５５，０００円/名

(参考書と２日目昼食費含む、消費税込)

カカリリキキュュララムム((予予定定))

狙狙いい
棒鋼・線材の製造工程から製品の特徴までを分かり易く解説。

製品の規格、カタログ、ミルシートの内容の理解ができるようになります。

棒鋼・線材（主に特殊鋼）では材料の特性を引き出すために熱処理や加工を行いますが

鉄鋼の基礎から広く学ぶことができます。

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..55 ((55点点法法))

(2023年10月～2024年11月)

募集人数 ２０名/回

最少催行人数 １０名

特特徴徴
１．棒鋼・線材の製造工程、特徴と用途を学び

ます。

２．棒鋼・線材の品質、規格について学びます。

材料試験方法と熱処理による鋼材への影

響を２つの簡易的な試験片を使用した実習で

体験学習できます。

３．参考書、事前テストで鉄鋼の基礎知識、用

語を学んでいただき、講義で学習した最後に

修了テストを行い理解度を確認できます。

＜事前課題＞ 事前テスト

＜１日目＞

12：30受付開始

13:00 開始

・特殊鋼の生産量、鉄鋼材料の分類

・棒鋼・線材の用途、自動車との関係

・鉄鋼材料の基礎と各種熱処理方法

・【実習】 引張試験実習

・棒鋼・線材の製造工程、製品の特徴

・棒鋼・線材の代表的な試験方法

18:00 終了

用途例

講講師師 棒鋼・線材の商品開発、ﾌﾟﾛｾｽ研究開

発、品質保証などに携わった経験豊富な鉄鋼

ﾒｰｶｰOB
軸受 橋梁用ワイヤー
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＜2日目＞

08:30 (会場開門)

09:00 開始 12：00～13：00昼食

（以下部品例に関して）

・エンジン主要部品と製造工程

部品の必要特性

・【実習】熱処理試験実習

・線材と線、種類、製造工程、用途、特性

・工具鋼、ｽﾃﾝﾚｽ鋼の分類と用途

・修了テスト

16:00 終了

受受講講者者様様のの声声
・棒鋼、線材についての基礎が学べて良かった。特に仕事上で、あまり学べ

ていなかった金属組織について詳しくなることができた。(20代)

・これまで曖昧であった知識が、今回の講議で体系化できたと思います。 ま

たイメージしにくかった熱処理についても、実験を通して、より明確にすること

ができました。(20代)

1199 棒棒鋼鋼・・線線材材商商品品研研修修

－－製製造造ププロロセセススかからら製製品品規規格格、、用用途途ままでで――

対対象象者者
棒鋼・線材の販売、営業所、商社、加工等の

営業系社員

開開催催期期日日((２２日日間間通通いい研研修修))
第７回 １０/１６(木)～１０/１７(金)

場場所所
鉄鋼会館 (東京)

参参加加費費
５５，０００円/名

(参考書と２日目昼食費含む、消費税込)

カカリリキキュュララムム((予予定定))

狙狙いい
棒鋼・線材の製造工程から製品の特徴までを分かり易く解説。

製品の規格、カタログ、ミルシートの内容の理解ができるようになります。

棒鋼・線材（主に特殊鋼）では材料の特性を引き出すために熱処理や加工を行いますが

鉄鋼の基礎から広く学ぶことができます。

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..55 ((55点点法法))

(2023年10月～2024年11月)

募集人数 ２０名/回

最少催行人数 １０名

特特徴徴
１．棒鋼・線材の製造工程、特徴と用途を学び

ます。

２．棒鋼・線材の品質、規格について学びます。

材料試験方法と熱処理による鋼材への影

響を２つの簡易的な試験片を使用した実習で

体験学習できます。

３．参考書、事前テストで鉄鋼の基礎知識、用

語を学んでいただき、講義で学習した最後に

修了テストを行い理解度を確認できます。

＜事前課題＞ 事前テスト

＜１日目＞

12：30受付開始

13:00 開始

・特殊鋼の生産量、鉄鋼材料の分類

・棒鋼・線材の用途、自動車との関係

・鉄鋼材料の基礎と各種熱処理方法

・【実習】 引張試験実習

・棒鋼・線材の製造工程、製品の特徴

・棒鋼・線材の代表的な試験方法

18:00 終了

用途例

講講師師 棒鋼・線材の商品開発、ﾌﾟﾛｾｽ研究開

発、品質保証などに携わった経験豊富な鉄鋼

ﾒｰｶｰOB
軸受 橋梁用ワイヤー
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講講師師
ステンレス鋼の研究開発、商品開発、技術開発、

若手技術系社員の教育指導、ステンレス協会で

の技術系事務局などに携わった経験豊富な鉄

鋼メーカーＯＢ

受受講講者者様様のの声声
・ステンレスに関してほぼ知識がなかったので基礎を細かく教えて頂き

ベースの知識が身についた。(20代)

・どの用途にどのような性能のｽﾃﾝﾚｽ鋼が使用されのか知ることができ

た。(30代)

・研修で学んだ事をベースに演習することで理解できたか確認できた。

(20代)

2200 スステテンンレレスス鋼鋼商商品品研研修修

－－製製造造ププロロセセススかからら製製品品規規格格、、用用途途ままでで――

対対象象者者
ステンレス鋼の販売、営業所、商社、

コイルセンター等の営業系社員

開開催催期期日日((２２日日間間通通いい研研修修))
第５回 ５/２２(木)～２３(金)

場場所所
鉄鋼会館 (東京)

参参加加費費
５５，０００円/名

(２日目昼食費含む、消費税込)

特特徴徴
１．ステンレス鋼の製造工程、特徴と用途を学びます。

２．ステンレス鋼の品質、規格について学びます。

学習した内容を基にｸﾞﾙｰﾌﾟ演習を行います。

３．講義で学習した最後に修了テストを行い理解度を

確認できます。

カカリリキキュュララムム((予予定定))

＜１日目＞

12：30受付開始

13:00 開始

・ステンレス鋼の特徴と生産量

・ステンレス鋼の種類と規格

・ステンレス鋼の製造工程

・機械的性質と物理的性質

・ステンレス鋼の加工性

18:00 終了

狙狙いい
ステンレス鋼の製造工程から製品の特徴までを分かり易く解説。

製品の規格、カタログ、ミルシートの内容の理解ができるようになります。

ステンレス鋼の成分体系に由来する種類と特徴、用途、適切な材料の選定方法について広く

学ぶことができます。

受受講講者者様様のの役役立立ちち度度ごご評評価価

44..55 ((55点点法法))

(2023年4月～2024年10月)

＜2日目＞

08:30 (会場開門)

09:00 開始 12：00～13：00昼食

・ステンレス鋼の耐食性・耐熱性

・ステンレス鋼の用途

・ステンレス鋼の溶接

・今後の課題と展望

【グループ演習】

お客様のニーズ把握と適応鋼種選定

・修了テスト

16:00 終了

募集人数 ２０名/回

最少催行人数 １０名

用途例

３０
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数学 物理 化学

40% 35% 25%

2211 産産業業技技術術短短期期大大学学 企企業業派派遣遣学学生生 事事前前研研修修

－－基基礎礎学学力力習習得得ととととももにに、、同同期期のの絆絆をを強強化化すするる――

研研修修期期間間 ((３３カカ月月通通いい))
１２/１(月)～２０２６/３/３(火)

参参加加費費
４９５，０００円

(昼食費含む、消費税込)

カカリリキキュュララムム((講講義義比比率率))

受受講講者者様様のの声声((受受講講１１年年後後))
・仕事をしながらの独学では限界があったと思う。事前研

修で授業に集中できた。

・勉強に対する心構えができた。高校３年間より、この３カ

月の方がはるかに身に付いた。

・企業をまたがり、予め仲良くなれるので、勉強も互いに

できるし、助け合うこともできて良かった。

・事前研修で培ったコミュニケーション能力は、入学後、

一般生とのコミュニケーションに役立っている。

受受講講者者様様のの満満足足度度ごご評評価価

44..77  ((55点点法法))  (2023年度)

受受講講者者様様のの１１年年後後ののごご評評価価

役役立立っってていいるる 9944%%  (2022年度受講)

未未受受講講者者様様ののごご評評価価

受受講講ししたたかかっったた110000%%  (2023年度入学)

狙狙いい
産業技術短期大学への入学試験対策や、数学等の基礎学力に不安を感じる方のための長期研

修です。同時に、同期の人間関係を構築でき、入学後の円滑な学生生活につなげます。

対対象象者者
産業技術短期大学１年課程、２年課程

への入学を目指す企業派遣学生候補者

特特徴徴
１．予備校講師として経験豊富な講師陣に

よる、分かりやすい講義です。

２．困りごとについては、人材開発センター

スタッフが全面支援いたします。ご安心くだ

さい！

３．仲間同士で学びあえる心理的安全性を

確保した場です。

４．成績優秀者のみならず、努力した人を見

逃さず、評価、フィードバックします。

場場所所
人材開発センター

募集人数：４２名/回

最少催行人数：１０名

３１
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数学 物理 化学

40% 35% 25%

2211 産産業業技技術術短短期期大大学学 企企業業派派遣遣学学生生 事事前前研研修修

－－基基礎礎学学力力習習得得ととととももにに、、同同期期のの絆絆をを強強化化すするる――

研研修修期期間間 ((３３カカ月月通通いい))
１２/１(月)～２０２６/３/３(火)

参参加加費費
４９５，０００円

(昼食費含む、消費税込)

カカリリキキュュララムム((講講義義比比率率))

受受講講者者様様のの声声((受受講講１１年年後後))
・仕事をしながらの独学では限界があったと思う。事前研

修で授業に集中できた。

・勉強に対する心構えができた。高校３年間より、この３カ

月の方がはるかに身に付いた。

・企業をまたがり、予め仲良くなれるので、勉強も互いに

できるし、助け合うこともできて良かった。

・事前研修で培ったコミュニケーション能力は、入学後、

一般生とのコミュニケーションに役立っている。

受受講講者者様様のの満満足足度度ごご評評価価

44..77  ((55点点法法))  (2023年度)

受受講講者者様様のの１１年年後後ののごご評評価価

役役立立っってていいるる 9944%%  (2022年度受講)

未未受受講講者者様様ののごご評評価価

受受講講ししたたかかっったた110000%%  (2023年度入学)

狙狙いい
産業技術短期大学への入学試験対策や、数学等の基礎学力に不安を感じる方のための長期研

修です。同時に、同期の人間関係を構築でき、入学後の円滑な学生生活につなげます。

対対象象者者
産業技術短期大学１年課程、２年課程

への入学を目指す企業派遣学生候補者

特特徴徴
１．予備校講師として経験豊富な講師陣に

よる、分かりやすい講義です。

２．困りごとについては、人材開発センター

スタッフが全面支援いたします。ご安心くだ

さい！

３．仲間同士で学びあえる心理的安全性を

確保した場です。

４．成績優秀者のみならず、努力した人を見

逃さず、評価、フィードバックします。

場場所所
人材開発センター

募集人数：４２名/回

最少催行人数：１０名

３１

2222 夏夏季季講講座座・・春春季季講講座座

－－派派遣遣学学生生・・一一般般企企業業のの方方、、共共にに学学びび合合いいままししょょうう――

期期日日
夏季講座：８/１８(月)～９/２６(金)

春季講座：２０２６/２/１２(木)～３/３１(火)

講講座座((直直近近のの例例))

狙狙いい
産業技術短期大学の夏休み、春休み期間を利用した講座です。学力強化のみならず、資格取

得や会社に戻って役立つことを学びます。また、一般企業の方と学びが共有できる講座はオープ

ン講座とすることで、皆様の学びを応援します。

対対象象者者
企業派遣学生及び、一部、一般企業社員

募集人数：２０名/回、最少催行人数：４名

特特徴徴
１．資格取得支援、会社で役立つ講座に分

類し、各講座選択制で、目的を持った自主的

な学びの場です。

２．派遣学生でしかできないことが学習、経験

できます。

３．各講座ともその道のプロから学べます。

場場所所
産業技術短期大学構内、工場見学は構外

３２
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３３ 

研研修修のの申申込込かからら参参加加ままででのの流流れれ  

  
１１．．  募募集集案案内内送送付付  

弊センターの研修システムに登録されている企業様には、開催約２か月前に募集案内を送

付致します。登録されていない企業様には、①または②の方法で募集案内をご請求してくだ

さい。 

① 弊センターのホームページ募集案内送付申込

https://www.sangitan.ac.jp/jinzai_kaihatsu/corporation/training/order.html 
から請求 

② 直接弊センターの研修メールアドレス（info.jinzai@cit.sangitan.ac.jp）に募集案内送付

の依頼メールを送信 

  

２２．．募募集集申申込込  

募集案内に添付された申込書に必要事項を記入し、募集案内に記載されている期限まで

に、メールまたはFAXで人材開発センターへ送付してください。 

  

３３．．参参加加案案内内送送付付  

申込をされた企業様へ参加案内を送付致します。参加案内には、開催場所、日程、事前

準備資料の作成要領、会場へのアクセス、持参すべきもの等を記載しております。 

  

４４．．参参加加  

当日は所定の集合場所、時間に遅れないようお越しください。 

尚、オンライン研修につきましては、参加案内でご連絡する方法でご参加ください。 

 

５５．．おお支支払払方方法法及及びびキキャャンンセセルルポポリリシシーー  

研修実施の翌月もしくは当月初めに請求書を発行いたします。請求書の指定口座に所定の

期日までに振り込みをお願いいたします。 

尚、研修前の３日間(土、日、祝日除く)以内のキャンセルは、参加費全額を請求させてい

ただきます。 
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研研修修及及びび宿宿泊泊施施設設

№ 研修施設 所在地 電話番号 該当研修 宿泊施設 種類

１
産業技術短期大学
人材開発センター

〒661-0047
尼崎市西昆陽
1-27-1

06-6433-7758

・管理基礎研修
・中堅リーダー研修
・新入社員研修
・監督者ヒューマンスキル研修

近隣ホテル 宿泊

・ザ・仕事の教え方研修
・実践！ﾘｰﾀﾞｰのための

ｺｰﾁﾝｸﾞ研修
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ研修
・プレゼンテーション研修
・職場の問題解決研修
・鉄鋼材料技術講習
・派遣学生 事前研修
・夏季・春季講座

宿泊の必要な方は
各自で手配願います

通い

２
ホテルフクラシア
大阪ベイ

〒559-0034
大阪市住之江区
南港北1-7-50

06-6614-8700
06-6614-8711

・監督者アドバンス研修

・監督者テーマ別研修

・若手社員テーマ別研修

＊一部人材開発センターにて

行います

合宿施設
＊人材開発センター
開催回は近隣ホテル

合宿

３ 鉄鋼会館
〒103-0025 
東京都中央区
日本橋茅場町3-2-10

03-3669-4855 ・各商品研修
宿泊の必要な方は
各自で手配願います

通い

４ L stay & grow 晴海
〒104-0053
東京都中央区
晴海3-8-1

03-3533-7111 ・管理者セミナー 合宿施設 合宿

５ 大本山妙心寺

〒616-8035 京都府京

都市右京区花園妙心
寺町１

075-461-5226
・レジリエンス“ヤリガイ向上”

研修
花園会館
(妙心寺隣接)

合宿

※宿泊研修における人材開発センターと宿泊施設の移動手段は人材開発センターで手配します。
※産業技術短期大学 人材開発センターアクセスは裏表紙をご参照ください。

３４

ホホテテルルフフククララシシアア大大阪阪ベベイイ 案案内内図図

ホホテテルルフフククララシシアア大大阪阪ベベイイ

※サークルバスは現金のみ(150円)でカードは使えません。
(2024/12現在)

※
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鉄鉄鋼鋼会会館館 案案内内図図

地地下下鉄鉄東東西西線線茅茅場場町町駅駅下下車車茅茅場場町町駅駅下下車車

1122番番出出口口（（日日本本橋橋消消防防署署方方面面））徒徒歩歩約約55分分

地地下下鉄鉄日日比比谷谷線線茅茅場場町町駅駅下下車車

11番番出出口口（（八八丁丁堀堀方方面面））徒徒歩歩約約55分分

地地下下鉄鉄日日比比谷谷線線八八丁丁堀堀駅駅下下車車

AA55番番出出口口（（八八丁丁堀堀交交差差点点方方面面）） 徒徒歩歩約約55分分

JJRR東東京京駅駅下下車車JJRR東東京京駅駅下下車車

八八重重洲洲口口 徒徒歩歩約約1155分分

妙妙心心寺寺/花花園園会会館館 案案内内図図

•都都営営地地下下鉄鉄大大江江戸戸線線「「勝勝どどきき駅駅」」

AA33bb出出口口よよりり 徒徒歩歩77分分

•東東京京駅駅かからら電電車車 約約3300分分

•羽羽田田空空港港かからら電電車車 約約4400分分

LL  ssttaayy  &&  ggrrooww  晴晴海海

L stay & grow 晴晴海海 案案内内図図

JJRR京京都都駅駅よよりり、、

・・JJRR嵯嵯峨峨野野線線((山山陰陰線線))1122分分、、「「花花園園駅駅」」下下車車

徒徒歩歩77分分

•タタククシシーー約約2255分分

３５
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３５

阪阪急急神神戸戸線線

梅梅田田

大大阪阪

梅梅田田阪阪神神三三宮宮

阪阪急急三三宮宮

ＪＪＲＲ神神戸戸線線

阪阪神神本本線線

三三ノノ宮宮

伊伊丹丹空空港港

尼尼崎崎立立花花

西西宮宮北北口口 武武庫庫之之荘荘

新新大大阪阪

新新神神戸戸

山山陽陽新新幹幹線線

三三宮宮

尼尼崎崎

乗換

特急から各停へ

タクシー約20分

神神
戸戸
市市
営営
地地
下下
鉄鉄

大
阪
か
ら
梅
田
へ

乗
換

徒
歩
約
10
分

新大阪から約20分
三宮から約20分

★1：阪神バスで約20分
または タクシー約15分

梅田から各停で約15分
三宮から（約20分

新
神
戸
か
ら

神
戸
地
下
鉄
で
約
５
分

タクシー約30分

※※人人材材開開発発セセンンタターーはは
産産業業技技術術短短期期大大学学
校校内内ににあありりまますす。。

広広域域地地図図

人材開発センター 案内図

JR伊丹

塚口武庫之荘

JR尼崎

阪神尼崎

山山陽陽新新幹幹線線

昆昆陽陽池池公公園園

至至 新新神神戸戸

甲甲武武橋橋

至至 三三宮宮

至至 三三宮宮

西西武武庫庫
公公園園

常常陽陽中中学学校校

武武庫庫之之荘荘総総合合高高校校常常陽陽中中学学校校

至至新新大大阪阪

至至梅梅田田

武武
庫庫
川川

ＪＪ
ＲＲ
宝宝
塚塚
線線

昆昆陽陽里里

時時友友

尼尼
宝宝
線線

至至宝宝塚塚

名名神神高高速速

タタククシシーーををごご利利用用のの場場合合
■行先は「産業技術短期大学」とお伝え下さい

阪阪神神ババススををごご利利用用のの場場合合

★１：阪急「武庫之荘」駅下車、北出口の2番乗り場
で、「宮の北団地」行きの系統：40・41・41-2に
乗車、「常陽（じょうよう）中学」下車（所要約15分）、
北へ徒歩約5分

■便数 [平 日] 1時間毎5本
[ラッシュ時] 7時～8時 10本

または
★２：阪神「尼崎]駅下車、北出口２を出て、国道2号
線沿いの三井住友銀行前「阪神尼崎駅北」の
バス停より、尼崎宝塚線の『宝塚』行きのバスに
乗車、「時友」で下車（所要約30分）、
北西へ徒歩約10分

おお問問いい合合わわせせ先先

℡℡：：0066--66443333--77775588

産業技術短期大学 内

人材開発センター

★2：阪神バスで約30分

梅田から特急で約10分

産産業業技技術術短短期期大大学学

人人材材開開発発セセンンタターー
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